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【入会申し込み・問い合わせ】YASUほほえみクラブ事務局
（総合体育館内）☎ 587-4280、℻587-4310※月曜日・祝日休み

【入会申し込み・問い合わせ】さざなみスポーツクラブ事務局
（中主公民館別館 1階）☎℻532-4968
※日曜・月曜日、祝日は休館です

初心者歓迎のメニュー 日 時間 会場

社交ダンス 05日㈪
19日㈪ 19:00 ～ 21:00 コミセンぎおう

リズム体操
13日㈫
27日㈫ 10:00 ～ 11:30 コミセンみかみ

20日㈫ 野洲図書館
剣道 毎週㈬ 19:00 ～ 21:00 祇王小学校
太極拳 毎週㈭ 13:00 ～ 14:30 総合体育館

ソフトバレーボール

7日㈬ 19:00 ～ 21:00 総合体育館
14日㈬
21日㈬
28日㈬

19:30 ～ 21:30 北野小学校

親子ふれあい体操 8日㈭ 10:00 ～ 11:30 コミセンやす
硬式テニス 毎週㈯ 15:00 ～ 18:00 河川公園テニスコート
卓球 17日㈯ 09:00 ～ 12:00 総合体育館
バドミントン 17日㈯ 14:00 ～ 17:00 野洲小学校

グラウンド・ゴルフ
毎週
㈬㈯

6/3 除く
9:00 ～ 11:30 野洲健康福祉センター

多目的広場

ニュースポーツ 17日㈯ 10:00 ～ 12:00 野洲小学校
24日㈯ 13:30 ～ 15:30 篠原小学校

フリースポーツ 日 時間 会場等

アラカルト・
スポーツ 毎週㈬ 10:00 ～ 12:00 Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館

会員：無料
未会員：300円
当日会場受付

サタデースポーツ 10日㈯
24日㈯ 19:00 ～ 21:00

◆汲取予定日に留守になる家庭は隣近所に頼んでおいてください。
◆土・日曜日、祝日は休みです。
◆野洲・三上・北野・祇王・篠原学区については、汲取の必要な場
合は予定日の２日ほど前から汲の赤い旗を作業員の見える所へ出し
てください。旗が出ていないときは、汲取はできません。
◆汲取の申し込み・支払いは、直接業者へ。
問い合わせ…環境課☎ 589－ 6431、℻589 － 5069

汲取予定日 行政区および字名
1日・2日 大畑・七間場
5日・6日 行畑・野洲
7日～ 9日 小篠原・桜生・駅前
12日～ 16日 市三宅・妙光寺
19日・20日 三上
21日～ 23日 北桜・南桜

26日～ 30日 五反田・山田・縄手・
樋ノ尻・稲辻・冨波南

奥村興業…☎ 587－ 0015 、℻587 － 0352
フリーダイヤル☎ 0120 － 424110

汲取予定日 行政区および字名
1日・2日 久野部・竹生・北野一丁目
6日・7日 辻町・上永原・新上屋
9日 上町・下町・上屋

12日・13日 江部・中北・北
15日 小南・高木
16日 篠原駅前・長島
19日 成橋
20日 街道

22日・23日 入町・大篠原東町・大篠原西町
26日・27日 小堤
28日 冨波甲・冨波乙・五之里

近江美研…☎ 589－ 4870、℻589 － 2759

汲取予定日 行政区および字名
１日・２日・５日 北比江・乙窪
7日・8日 比江・松林
9日 吉川・菖蒲
12日 六条

14日～ 16日 堤・井口
19日 安治・須原
20日 野田・五条
22日 木部・虫生・八夫

23日・26日・27 日 比留田
28日 吉地・西河原

近江美研…☎589－4870、℻589－2759

指導者なしのフリー参加 日 時間 会場

バスケットボール
1日㈭
22日㈭
29日㈭

19:30 ～ 21:30 野洲北中学校

スポーツサタデー

13日㈯ 19:00 ～ 11:00

祇王小学校10日㈯ 14:00 ～ 16:00
17 日㈯
24日㈯ 19:00 ～ 21:00

【参加費】
・太極拳・硬式テニス
　会員 100円・未会員 400円
・月 1回のスクール
　会員無料・未会員 500円
・上記以外のスクール・卓球スクール
　会員無料・未会員 300円

※内容に変更のある場合があります。参加の際は事務局にご確認ください。

　
 　7 月から始まります！！
☆ちびっ子水泳教室
 　4・5歳児から小学 6年生までを対象に年齢別 11コー
　ス、各 6回の予定で 7月中旬から 8月初旬にかけて開
　催します。

☆アクアビクス教室
　 7 月 14日～ 8月 25日の金曜日午後 8時～ 9時。
　申し込みは 7月の広報でお知らせします。詳細は事務
　局まで。

※お知らせ
　サタデースポーツは夜間の活動になるため、小学生以下
の方は必ず保護者同伴でご参加ください。安全のため、子
ども単独での参加はできません。

親子ふれあい体操
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地
域
の
先
人
が
ど
ん
な
暮
ら
し

を
し
、
ど
ん
な
苦
労
を
し
て
き
た

の
か
、
地
域
や
村
の
歴
史
を
ひ
も

と
く
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
す
。
地
域
の
歴
史
を

解
き
明
か
す
導
き
の
糸
と
な
る
の

が
、
古
文
書
を
は
じ
め
と
し
た
文

書
記
録
で
す
。
こ
の
文
書
記
録
が

残
さ
れ
て
い
な
い
と
地
域
の
歴
史

を
再
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

●春期企画展「竹工芸杉田静山の世界」6 月 4 日㈰まで
   野洲市在住の竹芸家・杉田静山さんの作品を一堂に展示
●特別陳列「神社建築の保存修理～生和神社・御上神社～」
　6 月 4 日㈰まで
●第 54回銅鐸研究会「銅鐸のマツリと唐古・鍵遺跡」
　6 月 17 日㈯、午後 2時～ 4時
　講師：豆谷和之氏（奈良県田原本町教育委員会）
　※当日受付、定員 120 人、要入館料

の
で
す
。

　

昨
年
度
、
市
史
編
さ
ん
の
中
心

的
な
仕
事
と
し
て
比
江
共
有
文
書

の
整
理
を
進
め
ま
し
た
。
比
江
自

治
会
で
は
、
自
治
会
館
の
建
て
替

え
に
伴
い
、
そ
れ
ま
で
残
さ
れ
て

い
た
記
録
文
書
を
廃
棄
す
る
こ
と

な
く
、
従
来
か
ら
の
木
箱
４
箱
と

コ
ン
テ
ナ
33
箱
に
収
納
し
、
農
業

倉
庫
へ
保
存
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
整
理
し
た
文
書
点
数
は

２
９
９
４
点
で
、
江
戸
時
代
の
古

文
書
が
約
130
点
あ
り
、
最
も
古
い

記
録
は
１
６
９
９
（
元
禄
12
）
年

の
検
地
帳
（
土
地
台
帳
）
で
す
。

最
も
多
い
の
は
明
治
期
か
ら
戦

前
・
戦
中
期
ま
で
の
近
代
文
書
約

２
０
０
０
点
で
、
も
ち
ろ
ん
戦
後

の
文
書
も
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
村
の
記
録
の
中
で

大
切
に
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、
水

利
に
か
か
わ
る
文
書
を
多
く
見
か

け
ま
す
。
石
部
の
頭
首
工
を
は
じ

め
水
利
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
る

今
日
と
異
な
り
、
干
ば
つ
の
時
な

ど
に
十
分
な
水
が
供
給
で
き
な

か
っ
た
過
去
に
は
、
度
々
村
落
間

の
争
論
を
生
じ
、
お
互
い
に
権
利

を
主
張
し
守
る
た
め
に
記
録
が
作

成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
比
江

の
文
書
群
の
中
に
も
「
明
治
弐
拾

八
年
八
月
大
字
小
比
江
大
字
比
江

係
ル
薗
井
湯
事
件
書
類　

大
字
比

江
会
所
」
と
墨
書
き
さ
れ
た
文
書

箱
が
含
ま
れ
て
い
て
、
大
き
な
問

題
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
ま

す
。

　
「
薗
井
湯
」
あ
る
い
は
「
薗
湯
」

は
、
大
字
比
江
字
南
平
に
湧
水
池

が
あ
り
、
小
比
江
・
西
河
原
・
八

夫
の
39
町
１
反
を
か
ん
が
い
し
て

き
た
と
言
わ
れ
、
水
源
の
比
江
村

や
田
用
水
と
し
て
使
用
す
る
村
々

な
ど
と
利
害
が
対
立
す
る
場
合
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
「
古
書
写
」
と
題
さ
れ
た
記

載
年
代
や
執
筆
者
が
記
さ
れ
て

い
な
い
メ
モ
状
の
記
録
に
は
、

１
６
９
２
（
元
禄
５
）
年
６
月
21

日
、
比
江
村
百
姓
が
湯
元
ま
で
井

登
り
を
し
た
こ
と
や
、
１
６
４
１

（
寛
永
18
）
年
５
月
に
植
付
が
で

き
な
い
の
で
湯
元
ま
で
井
登
り
を

し
た
こ
と
、
利
害
紛
争
の
解
決
に

酒
３
斗
と
肴
料
に
よ
り
穏
便
に
済

ま
せ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
薗
井
湯
は

近
代
に
ま
で
問
題
を
持
ち
越
し
た

こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

　

比
江
で
は
新
し
い
自
治
会
館
内

に
こ
れ
ら
の
記
録
を
保
存
す
る
文

書
庫
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
、
約
３
０
０
０
点
の
古
文
書
や

文
書
記
録
を
読
み
解
い
て
い
く

と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
再
発
見

で
き
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も

地
域
の
人
々
の
営
み
の
記
録
と
し

て
大
切
に
保
存
し
、
活
用
さ
れ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

な
お
、『
市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
』

第
７
号
で
は
、
１
８
７
４
（
明
治

７
）
年
か
ら
明
治
19
年
ま
で
比
江

に
あ
っ
た
「
放ほ
う

勲く
ん

学
校
」
の
記
録

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

（
歴
史
民
俗
博
物
館
学
芸
員　

古
川
与
志
継
）

古書写（「薗湯」の古い記録）

箱
に
収
め
ら
れ
た
比
江
共
有
文
書




